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「アンサンブル・ラロ　ピアノ四重奏団」「アンサンブル・ラロ　ピアノ四重奏団」「アンサンブル・ラロ　ピアノ四重奏団」

10月5日（日） 第126回しばざくらコンサート

ヘーデンボルク・直樹
（ウィーン国立歌劇場管弦楽団チェロ奏者）

（左から）ラズヴァン・ポポヴィッチ（va）、アレクサンダー・シトコヴェツキー（vn）、
ダイアナ・ケトラー（pf）、ヘーデンボルク・直樹（vc）　皆さま、ご無沙汰しております。2009年に

西脇市で公演をさせて頂いてから5年ぶりに、

また皆さまにお目にかかる機会を頂きました。

今年の10月に再び「アンサンブル・ラロ」の

メンバーと共に西脇にお伺い致します。この

5年の間に私はウィーン国立歌劇場管弦楽団

に職を得て、オペラやウィーン・フィルの公

演などで急激に多忙になりました。しかしそ

のような日々の中でも、この「アンサンブ

ル・ラロ」との室内楽の活動は継続して参り

ました。オペラやオーケストラの仕事とは全

く異なる楽しさや充実感があるからです。メ

ンバーのアレクサンダー・シトコヴェツキー

（vn）、ダイアナ・ケトラー（pf）、ラズヴァ

ン・ポポヴィッチ（va）と共に活動を続け

て既に10年が経ちました。皆さまには永く一

緒に演奏をしていることによってこそ生み出

せる、和音の美しさやテンポ感などを楽しん

で頂ければと思います。

　それでは今年の公演で演奏する曲目につい

てご説明致しましょう。1曲目はカミーユ・

サン＝サーンス（1835～1921年）の〈舟歌 

へ長調 Op.108〉（1897年）です。文字通り、

舟を漕ぐ船頭が口ずさむような調子の良い曲

です。10分程度の短い曲ですが、終始波間に

たゆたうような印象を与えてくれます。4つ

の楽器の音の重なりが想像力をかきたててく

れますので、舟に乗っているような気分をイ

メージしながら楽しんでください。

　2曲目はガブリエル・フォーレ（1845～

1924年）の＜ピアノ四重奏曲第一番 ハ短調 

Op.15＞（1879年）です。フォーレは生涯ピ

アノ四重奏曲を2曲残しています。この曲は

＜ヴァイオリン・ソナタ第一番＞に次ぐ、フ

ォーレにとっては2曲目の室内楽曲で、30代

半ばに創作されました。飛びまわるように軽

やかなスケルツォ、憂いを帯びたアダージョ、

うねるように上昇していく華麗な三拍子など、

それぞれの楽章に現れる表情の豊かさを味わ

ってください。

　3曲目はロベルト・シューマン（1810～

1856年）の＜ピアノ四重奏曲 変ホ長調 Op.47＞

（1842年）です。シューマンが残した唯一の

ピアノ四重奏曲で、快活で優雅な曲です。

我々「アンサンブル・ラロ」がとても大切に、

永く弾き続けている得意の曲でもあります。

なぜならばアンサンブルの名称はR.シューマ

ンが音楽批評を書く時に使用したペンネーム

「ラロ博士」に由来するからです。シューマ

ンはこの人物を新しい道筋を照らすような人

として描いています。私たちもラロ博士の様

に、音楽という言葉で対話し、伝統的であり

ながら斬新な解釈で、皆さまの印象にいつま

でも残るような演奏をしたいと思っています。

　最後になりましたが、アピカホールで皆さ

まとお目にかかれますことを、メンバー一同、

心より楽しみにしております。また今年はア

ピカ・ジュニア・ストリングスのメンバーの

皆さんとも共演出来るとのことで尚更楽しみ

です。私たちは演奏旅行で世界中を廻ってい

ますが、アピカホールの響きの良さ、スタッ

フの皆さんの温かさはどこのホールにも勝る

魅力を持っていると思います。このような贅

沢な環境で演奏させて頂けることを心より感

謝致します。ご多忙中かとは存じますが、皆

さま是非足をお運びください。

　室内楽は、音による親密な「対話」を大切

にする芸術です。視覚を刺激する情報が氾濫

し、音の洪水に押し流される日常生活の中で、

他者との、そして自分自身との静かな対話の

時が、にわかに失われています。だからこそ

「聴覚」を自由に開いて集中させ、それぞれ

の心の中に「像」が結ばれ、紡がれ、変化し

てゆく、いわば「室内楽的」時間を取り戻す

ことが求められます。室内楽は、人と人との

コミュニケーションに不可欠の「想像力」を

養う、かけがえのない場です。自分とは違う

他者の声に耳をすませるという作法は、その

まま多文化共生の原点ともいえるでしょう。

とくに出生地も国籍も母語も異なる「アンサ

ンブル・ラロ」のメンバーが紡ぎ出す音楽は、

多文化共生への希望と勇気を与えてくれます。

　「アンサンブル・ラロ」のメンバーは世界

の名だたるコンサートホールで名声をほしい

ままにしてきました。その一方で、それぞれ

の演奏家が多忙を極める円熟期を迎えていま

す。彼らの演奏を心待ちにしてくださる方々

にとっては、益々貴重な贈り物となってきた

と言えるでしょう。さわやかな秋風が通う、

日本で一番快適な時期にヨーロッパから届く

世界最高レベルの演奏を、どうぞお見逃しな

く！

藤野一夫
（神戸大学大学院国際文化学研究科教授）



4 5

　びわ湖ホール声楽アンサンブルは、びわ湖
ホール独自の創造活動の核として、びわ湖ホ
ール開館の年、1998年3月に設立されました。
全国より厳しいオーディションを経て選ばれ
たメンバー16名で構成される、日本初の公共
ホール専属声楽家集団です。ソロのステージ
はもちろん、オペラのソリスト、アンサンブ
ル、そして合唱まで幅広い分野で活躍できる
プロの声楽家たちが集まり、びわ湖ホールの
オペラ公演や、自主事業への出演を主な活動
として年間さまざまな公演に出演しています。
　また、県内のより多くのお客さまに音楽や
オペラに親しんでいただくため、びわ湖ホー
ルの舞台だけでなく、年間を通じて、県内各
地のホール、学校の体育館や教室でも演奏会
をおこなっています。特に2014年度は、滋賀

県内3か所のホールと共同主催でオッフェン
バック作曲の『天国と地獄』を上演するなど、
地域のホールスタッフ、合唱団、学校等がび
わ湖ホール声楽アンサンブルを架け橋として
つながり、一つの公演を作り上げていくプロ
ジェクトを推進中です。県内に根付いた活動
を行っているのもびわ湖ホール声楽アンサン
ブルの特徴の一つです。
　最近では、嬉しいことに東京でオペラ招聘
公演を行うなど、全国各地から依頼をいただ
くことも多くなりました。滋賀県から全国へ
「音楽」の楽しさと「声楽アンサンブル」の
魅力を伝えるべく、活動の幅を広げていくび
わ湖ホール声楽アンサンブルにどうぞご期待
ください。

　 びわ湖ホール専属声楽アンサンブルとし
て「びわ湖ホール」を意識して活動されてお
られると思いますが、それはどのようなとこ
ろでしょうか？

 　びわ湖ホール声楽アンサンブルはびわ湖
ホールでのオペラ公演、定期演奏会など自主
公演の出演に限らず、県内との繋がりも大切
にしています。
　たとえば、県内各地のホールにておこなう
「地域協働公演」では、共演する地域の合唱
団などの稽古にメンバーが事前に参加し、一
緒に公演をつくりあげます。小学生を対象と
したものでは、学校の体育館などで1時間程
度のコンサートを行う「学校巡回公演」、皆
さんをホールにお招きして、私たちプロの歌
声、本格的なオーケストラ演奏を聴いていた
だく「びわ湖ホール　音楽会へ出かけよう！」
などにて、音楽の楽しさを児童の皆さまにお
伝えしています。また、びわ湖ホールでは月
に一度、無料のロビーコンサートを開催して
いるのですが、近隣や県内の皆さまが多く立
ち寄ってくださいます。そういった公演に訪
れた際に応援のお言葉をいただくと、びわ湖
ホール声楽アンサンブルがいよいよ滋賀県に
根付いてきたのだと実感し、心強く感じます。
　今後も私たちの活動を通して、滋賀から世
界へ、音楽の魅力を発信してゆきたいです。

びわ湖ホール声楽アンサンブル

コンサートミストレスの森季子さんにお伺いしました

びわ湖ホール声楽アンサンブルびわ湖ホール声楽アンサンブルびわ湖ホール声楽アンサンブル

1010月1818日（日（土） ） 10月18日（土） 第127回しばざくらコンサート

　森　 季 子（アルト）
　（びわ湖ホール
　 声楽アンサンブル
　 コンサートミストレス）
※コンサートミストレスは
　女性のコンサートマスターです

Q 　　「琵琶湖」を讃える持ち歌をお持ちです
か。それをどのような時に、どのような気持
ちで歌われていますか？

 　びわ湖ホールは琵琶湖畔にあり、ロビー
からは琵琶湖の、天気の良い日は対岸まで、
広く望めます。「琵琶湖を讃える歌」という
ことですが、私たちのレパートリーのひとつ
として『琵琶湖周航の歌』があります。
　この歌は滋賀県で広く愛されている曲で、
滋賀の風景が歌詞になっています。他県での
公演では、滋賀県の魅力をお伝えできる曲と
して、声楽アンサンブル向けに特別に編曲さ
れたものを自己紹介がわりに歌わせていただ
いております。

A

Q

A
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表現力豊かな力強い演奏
──〈アンサンブル・ラロ〉と〈東京トリオ〉──（その1）

元同志社大学文学部講師（音楽学）　鵜川　真

ってきてアンサンブルが緻密になっているこ
と、人生経験を重ねることによって表現に深
みが出てきたこと──これらを総合すると、
「アンサンブル・ラロ」は、今が一番旬で、
聴き時であるといえるかもしれません。

　実は、3月28日に、アピカホールで、表現
力の豊かさと力強さという点で、「アンサン
ブル・ラロ」にひけを取らない演奏に接する
ことができました。
　「東京トリオ」という最近結成された団体
で、メンバーは、鳥羽泰子（ピアノ）、江口
有香（ヴァイオリン）、江口心一（チェロ）
という3人の日本人演奏家から成っています。
日本人演奏家たちによるこのような充実した
演奏に遭遇できるとは予想していなかったの
で、少なからずショックを受けました。
　次回は、「アンサンブル・ラロ」と「東京
トリオ」という2つの団体の、演奏の共通点
と特質を探っていきたいと思っています。

　「神戸国際芸術祭」というのが、2006年よ
り毎年秋に行われているのですが、皆様ご存
知でしょうか。この芸術祭のメインの出演団
体が「アンサンブル・ラロ」（ピアノ四重奏
団）です。かつて、2009年に、ここアピカホ
ールで一度演奏していただいたことがあり、
今回は二度目の公演になります。
　メンバーの構成はたいへん国際的で、ピア
ノのケトラーさんがバルト三国のひとつであ
るラトヴィアの出身、ヴァイオリンのシトコ
ヴェツキーさんがロシア、ヴィオラのポポヴ
ィッチさんがルーマニア、チェロのヘーデン
ボルク・直樹さんがオーストリアといった具
合です。
　従来、ヨーロッパの室内楽は、同じオーケ
ストラのメンバー同士であるとか、同じ音楽
院の出身者同士であるとか、つまり、音楽的
バックボーンが同じであり、同じ音楽言語を
喋る人たちによって結成されるのが普通でし
た。「アンサンブル・ラロ」のような音楽的
背景や伝統がそれぞれ異なる人たちがアンサ
ンブル活動を行うことがどれほどたいへんな
ことであるかは、想像に難くありません。
　しかし、このような困難を覚悟の上で、敢
えて新しいことに取り組んで、新しい創造を
目指そうという団体が生まれてくることには、
必然性があったように思えてなりません。最
近のヨーロッパの人たちによる室内楽のコン
サートを聴いていて痛感するのは、従来型の

伝統に安住しているアンサンブルは、全盛期
が過ぎ去りつつあり、そろそろ生命力が枯渇
しかかっているのではないかという思いです。
マンネリにおちいった新鮮味に乏しい解釈、
惰性で行っているような演奏は、聴く者に感
銘を与えることができません。表現意欲に満
ち溢れた若者たちが、そのようなマンネリズ
ムから決別し、新しい可能性を模索しようと
試みるのは、至極当然のことのように思われ
ます。
　
　私は2008年以来昨年の2013年に至るまでの
6年間、ほぼ毎年、「神戸国際芸術祭」で「ア
ンサンブル・ラロ」を聴き続けてきました。
　作品の本質をもう一度新しく問い直そうと
いう積極的な姿勢は、当初から感じられまし
たが、しかし最初の頃は、表現意欲の強さに
比して、演奏技術の方が今一つ及ばないうら
みがなきにしもあらずでした。ヴァイオリン
のシトコヴェツキーさんは、まだ若かったこ
ともあってただ力任せに弾いているという印
象が強く、表現が一本調子で単調なきらいが
ありましたし、チェロのヘーデンボルク・直
樹さんも、今と比べると、それほど個性が際
立っているという感じはしませんでした。
　ところが、ここ数年、彼らの演奏は、とみ
に円熟味を増しつつあるのです。
　シトコヴェツキーさんは、肩の力が抜けて
余裕がでてきた感じで、表現が柔軟で多彩に

なってきました。ヘーデンボルク・直樹さん
は、音に深みが増してきて、独特の〈歌うよ
うな〉演奏様式が確立してきました。彼の
〈歌うような〉チェロは本当に魅力的で、い
つも聴き惚れてしまいます。このような魅力
的なチェロを弾ける奏者は、ウィーン・フィ
ルといえどもそうそういるわけではありませ
ん。シャイヴァイン、ヘルシャー、バルトロ
メイと受け継がれてきたウィーン・フィルの
チェロの名手の系譜。これを受け継ぐ実力を
備えている人は、現在のところ、ヘーデンボ
ルク・直樹さんを措いては他には見当たらな
いように私には思われます。彼が将来、ウィ
ーン・フィルの首席奏者の地位に就く日が来
ることは、ほぼ確実視して間違いのないこと
でしょう。
　他の二人、ヴィオラのポポヴィッチさんも
ピアノのケトラーさんも、揃って音色が美し
く、表情豊かで、力強い表現をする人たちで
す。
　4人の演奏水準がとても高く、粒がそろっ
ていること、年月を経て4人の奏者の息が合
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アピカホールからアピカホールからアピカホールから

神戸市東灘区向洋町中６-９
神戸ファッションマート10F

www.kobe-style.co.jp
〒658-0032

TEL:078-857-8424
FAX:078-857-8425

総合建設業　一級建築士事務所
国土交通大臣認定鋼構造物製作工場
あんしん住宅瑕疵保険届出事業者

〠677-0018　西脇市富田町36
電話 0795－22－5651（代）

株式
会社

　今回も74名のリトルピアニストたちが、アピカホールにあるスタインウェイピアノで
日ごろの練習の成果を発表いたします。お知り合いの子どもたちも出演しているかもし
れませんね♪どうぞお気軽にご来場ください。

8月23日（土） 「リトルピアニストのリトルピアニストの大っきなコンサートっきなコンサート」第18回第18回「リトルピアニストの大っきなコンサート」第18回

ヴァイオリン ワークショップヴァイオリン ワークショップ
楽器がなくても大丈夫！

小学１年生から中学３年生まで

弦楽器に興味はあるけど・・・。触ったこともないけれど・・・。
初めての子どもたちも みんなで弦楽器を体験しましょう。

前売セット券を
　ご購入いただいた方限定。

詳しくは「アピカホール」まで・・・☎0795-23-9000

第126回しばざくらコンサート
「アンサンブル・ラロ　ピアノ四重奏団」

10月5日（日）

ヴァイオリン ワークショップ

と　　き：８月３日（日）
と こ ろ：西脇市立音楽ホール「アピカホール」
定　　員：30人程度（１回の定員は、５～10人を予定しています。）
時　　間：60分
内 　 容：ステップ１→ヴァイオリンの音色を聴いてみよう！
　　　　　ステップ２→ヴァイオリンを触ってみよう！
　　　　　ステップ３→ホールで演奏してみよう！
　　　　　　　　　　　　※アピカ・ジュニア・ストリングスが演奏をお手伝いします。
指 導 者：アピカ・ジュニア・ストリングス講師
　　　　　藤井允人先生　西山枝里先生
参 加 費：1,000円（当日ご持参ください。）
対　　象：北播磨地域（西脇市・三木市・小野市・加西市・加東市・多可町）在住の
　　　　　小学１年生～中学３年生
申 込 み：所定の用紙に必要事項をご記入の上、7月19日（土）までにアピカホールへ
　　　　　お申し込みください。（ＦＡＸ可）
そ の 他：参加時間等の詳細は、申込締切後にお知らせします。
申込・問合せ　西脇市立音楽ホール「アピカホール」　〒677－0015　西脇市西脇991
　　　　　　　TEL：0795－23－9000　FAX：0795－23－9031（休館日：毎週水曜日）

藤井允人（ふじい まさと）先生
・元大阪フィルハーモニー交響楽団コンサートマスター
・現在、栗東さきらジュニアオーケストラアカデミー校長

西山枝里（にしやま えり）先生
・西脇市出身・在住、西脇小学校オーケストラ部にて、ヴァ
　イオリンを始め、大阪音楽大学、同大学専攻科を修了

プロフィール

第127回しばざくらコンサート
「びわ湖ホール声楽アンサンブル」

10月18日（土）

森脇森脇さんさん 安岡さん安岡さん 笹倉さん笹倉さん 中安さん中安さん森脇さん 安岡さん 笹倉さん 中安さん

アピカホール 検索 ⬅ホームページでもご覧いただけます。

特典1 2公演　同時購入に限りチケット代を500円割引！
特典2 自由席のコンサートが、指定席に！！

お得情報

現在
販売中！！



開館時間　午前10時～午後５時（入館４時30分まで）
入 館 料　大人310円（260円）高・大学生210円（160円）
　　　　　小・中学生110円（80円）(20名以上団体割引料金）
　　　　　※ココロンカード可
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）・祝日の翌日
　　　　　※8月全て開館

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｉｓhｉｗａｋｉ-ｃｓ．ｏｒ．ｊｐ/ｏｋａｎｏｙａｍａ-ｍｕｓｅｕｍ/
ホームページにも掲載していますので是非ご覧ください。
ブログ「美術館日記」もご訪問ください。

「赤松玉女－絵画の軌跡1984-2014」展
●西脇市岡之山美術館　開館30周年記念

●アトリエ個展シリーズ

※アトリエシリーズは無料

応募受付中！！
公募締切　８月27日（水）

建畠賞 ●尾﨑　文彦　展
　　　　7/15（火）～8/3（日）
横尾賞 ●筒井　偲乃婦　展
　　　　8/5（火）～24（日）
準大賞 ●山本　大也　展
　　　　8/26（火）～9/15（祝・月）

7月13日（日）～11月3日（祝・月）

VOL.5

VOL.6

VOL.7

※8/4（月）・25（月）展示替えのためアトリエのみ閉めています。

「第９回西脇市サムホール大賞受賞作家展」

「ICONOVOGUE・chanel」油彩・アクリル・麻布

展覧会期　11月16日（日）～12月14日（日）

第10回全国公募
西脇市サムホール大賞展

伝統的でオーソドックスなテーマを、コミカル
に表現した1980年代の作品から、豊かな色彩と
暈（ぼか）された輪郭をもって捉えられた人物
たちを描いた現在までの絵画の軌跡を紹介。ま
た、子供達と共作したドローイング作品も展示。

編 集 後 記
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音
楽
と
私

※ホームページにも掲載していますので是非ご覧ください。
　http://www.nishiwaki-cs.or.jp/shiminkaikan/　 E-mail：shiminkaikan@ever.ocn.ne.jp

西脇市民会館西脇市民会館西脇市民会館
TEL.0795-22-5715
休館日 火曜日（祝日の場合は翌日）

と　き　7月13日（日）
ところ　市民会館 全館
内　容　ステージ発表、NSKのど自慢、手づくり趣味の市、
　　　　100金遊び市（金魚すくい・ヨーヨーつり・わたがし・くじびき他）

きて☆みて☆
きいて！

「あなたが主役フェスティバル」第16回
9：30～16：30

　ホール企画の温かいコンサートを振り返って２つピ
ックアップします。
　♪『弘中孝と子どもによるピアノ・デュオ・コンサ
ート』で、かつて弘中先生と連弾をされた子どもたち
が大きくなって、『フレッシュコンサート』でピアノ
を弾かれました。奇しくも会場に指導者の弘中先生、
このコンサートを企画された宮澤氏そして、お二人と
親交のある弦楽アンサンブル教室指導者の藤井先生が
駆けつけてくださいました。演奏会終了後、出演者の
みなさんとの交流があり、長年にわたってホールが取
り組んでいる子ども支援の企画が花開いたようでした。
　♪アピカホールから会場を西脇市民会館に移して、

大阪市音楽団の吹奏楽による輝くサウンドを聴くこと
ができました。中学生、高校生が各学校の制服姿でた
くさん来られ（もちろん大人も）、みなさんで音楽の
あるひと時を一緒に過ごしました。643人が同じ会場
に集うのは、何年ぶりでしょうか。アンコールではラ
テンのリズムでみなさん、笑顔で手拍子！！
　吹奏楽って、やっぱり、みんなで一つのものを作り
上げる、ということが魅力の一つだと思います。今回
はお客様も早くから並ばれて、スタッフも大忙しでした。
　皆様をお迎えするがわのホールスタッフもチームワ
ークが良く、一つのことに向かってみんなで協力され
ていました。　　　　　　　　　　　　　　（Green）

西脇市西脇市
岡之山美術館岡之山美術館

西脇市
岡之山美術館
TEL.0795-23-6223

と　き　10月4日（土）
ところ　市民会館 大ホール
入場料　一律　3,000円　（当日500円増）
発売開始　7月5日（土）　9：00～
※未就学児の入場はご遠慮ください。

14：00開演
全席指定

「桂文珍独演会　JAPAN TOUR」
　　　　　　　　　　　　　　～ 一期一笑 ～
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■編集：ボナンタゴン編集委員会
■発行：西脇市立音楽ホール「アピカホール」

〒677-0015  兵庫県西脇市西脇991
TEL（0795）23-9000　FAX（0795）23-9031
http://www.nishiwaki-cs.or.jp/apikahall/
E-mail : apikahall@ever.ocn.ne.jpボナンタゴン：こんにちは

　　　　　　　（エスペラント語）
このガイドは2014年6月1日現在の資料を元に編集しており、内容は変更される場合があります。無断での転載を禁じます。

アピカホール　ボナンタゴン 検索 ⬅ホームページでもご覧いただけます。

　主催者の都合により変更になる場合があります。内容についてのご質問は、各主催者までお問い合わせください。    
　アピカホール主催の有料コンサートにご来場のお客様に限り、アピカ地下駐車場の3時間無料駐車サービスを行います。
　アピカ地下駐車場の出庫ゲートが7月上旬に新しくなります。現在の駐車サービス券は使用できなくなります。ご注意ください。
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アピカホール
☎0795-23-900015：00～ P4・5

第127回　しばざくらコンサート

「びわ湖ホール声楽アンサンブル」
一　　　般 3,000円
高校生以下 1,500円

無料 アピカホール
☎0795-23-9000 P9

第18回
「リトルピアニストの大っきなコンサート」

市民企画委員会「0」
西脇市民会館
☎0795-22-5715

ゼロ

　きて★みて★きいて！
第16回「あなたが主役フェスティバル」

大・中ホール  無 料
そ の 他  有 料

会場：西脇市民会館
９：30～16：30 P11

午前の部 10：00～
午後の部 14：00～

8 / 3（日）
1,000円

（要申込み）
アピカホール

☎0795-23-9000未　定

13：50頃7/13（日）

7/13（日）

市民企画委員会「0」
西脇市民会館
☎0795-22-5715

ゼロ

「桂文珍独演会 JAPAN TOUR」
～一期一笑～

全席指定
一律　3,000円
（当日3,500円）

会場：西脇市民会館
14：00～ P11

月／日 （曜日） 催 　 　 物 　 　 内 　 　 容 時　間 入 場 料 等 主 催・問 合 せ 特集記事

休館日：毎週水曜日（祝日の場合翌日）

ピアノ発表会

P9
アピカ弦楽アンサンブル

ヴァイオリン ワークショップ（楽器体験）

ピアノ教室 ピアチェヴォーレ
井上律子

☎080-6141-0873
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1 0 / 5（日） アピカホール
☎0795-23-900015：00～ P2・3

P6・7
第126回　しばざくらコンサート

「アンサンブル・ラロ ピアノ四重奏団」

16：00～8/24（日）

一　　　般 3,000円
高校生以下 1,500円

’10年 葉加瀬太郎音楽総監督の
HATSレーベルよりメジャーデビュー
安藤禎央　Play On Passion
（エレクトーン コンサート）

無料14：00～コーラスとマンドリンのジョイントコンサート
「ふろっぐえこうず」

松浦久代
☎0795-32-4191

㈱北条楽器
☎0790-42-0697

前売シングル券  2,200円
ペ　　ア　　券  4,000円
当日シングル券  2,700円
ペ　　ア　　券  5,000円
前売券完売の場合当日券はありません。
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10/19（日）

1 0 / 1 8（土）

10/4（土）

8/23（土）


